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(57)【要約】
【課題】投射画像の投射領域の大きさや位置が変化した
場合でも、投射画像に対する色調補正を正確に行う。
【解決手段】画像投射装置は、被投射面２００を含む所
定範囲の色情報を取得する色情報取得手段９と、画像の
色調を調整するための色調調整処理を行う色調調整手段
１３と、画像投射装置から被投射面までの距離を検出す
る距離検出手段１２と、投射光学系のズーム状態を検出
するズーム状態検出手段１１と、距離検出手段及びズー
ム状態検出手段による検出結果に基づいて、画像の投射
領域を算出する投射領域算出手段１５とを有する。色調
調整手段は、色情報取得手段により取得された所定範囲
の色情報のうち、投射領域算出手段により算出された投
射領域の色情報を抽出し、該抽出した色情報に基づいて
色調調整処理を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投射光学系を通して被投射面に画像を投射する画像投射装置であって、
　前記被投射面を含む所定範囲の色情報を取得する色情報取得手段と、
　前記画像の色調を調整するための色調調整処理を行う色調調整手段と、
　前記画像投射装置から前記被投射面までの距離を検出する距離検出手段と、
　前記投射光学系のズーム状態を検出するズーム状態検出手段と、
　前記距離検出手段の検出結果と前記ズーム状態検出手段の検出結果とに基づいて、前記
画像の投射領域を算出する投射領域算出手段とを有し、
　前記色調調整手段は、前記色情報取得手段により取得された前記所定範囲の色情報のう
ち、前記投射領域算出手段により算出された前記投射領域の色情報を抽出し、該抽出した
色情報に基づいて前記色調調整処理を行うことを特徴とする画像投射装置。
【請求項２】
　前記画像の台形歪みを補正する機能を有し、
　前記投射領域算出手段は、前記台形歪みの補正量に基づいて前記投射領域を算出するこ
とを特徴とする請求項１に記載の画像投射装置。
【請求項３】
　該画像投射装置は、画像形成素子に形成された原画からの光を前記投射光学系を通して
前記被投射面に投射し、
　該画像投射装置は、前記画像形成素子における前記原画の位置をシフトさせて前記被投
射面での前記投射領域の位置を変更する機能を有し、
　前記投射領域算出手段は、前記原画のシフト量又はシフト位置に基づいて前記投射領域
を算出することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像投射装置。
【請求項４】
　該画像投射装置は、前記投射光学系の少なくとも一部を構成するレンズユニットを光軸
に直交する方向にシフトさせて前記被投射面での前記投射領域の位置を変更する機能を有
し、
　前記投射領域算出手段は、前記レンズユニットのシフト量又はシフト位置に基づいて前
記投射領域を算出することを特徴とする請求項１から３のいずれか１つに記載の画像投射
装置。
　　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被投射面や環境光の色に応じて投射画像の色調を変更する色調調整処理を行
う画像投射装置（以下、プロジェクタという）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクタによって画像を投射する被投射面には、専用の白色スクリーンだけでなく
、壁面やパーテーション等、必ずしも白色ではないものがある。また、プロジェクタは、
暗室においてだけでなく、照明光によって照らされた室内で使用されることも多い。そし
て、被投射面の色や照明光（環境光）の色の影響により、投射画像の色調（色バランス）
が変化する。このため、従来のプロジェクタには、被投射面の色や環境光の色に応じて投
射画像の色調を補正する、いわゆる壁色補正機能を有するものがある。
【０００３】
　特許文献１には、カラーセンサやＣＣＤセンサ（カメラ）を用いて、投射画像を含む被
投射面上での色情報を検出し、その検出結果に基づいて投射画像の色バランスを自動的に
補正するプロジェクタが開示されている。このプロジェクタでは、白色画像を投射した状
態での赤（Ｒ），緑（Ｇ）及び青（Ｂ）の色情報をそれぞれ検出し、所定のホワイトバラ
ンスが得られるように、入力画像信号のＲ、Ｇ及びＢ成分に対するゲインを調整する。
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【０００４】
　また、特許文献２には、被投射面を複数の領域に分割して、色光センサにより該領域ご
とにＲ、Ｇ及びＢのレベル（色情報）を計測し、その計測結果に基づいて該領域ごとに色
調を補正するプロジェクタが開示されている。
【特許文献１】特開２００３－３３３６１１号公報
【特許文献２】特開２００６－３４９７９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２にて開示されたプロジェクタの壁色補正機能
では、プロジェクタの設置状況や投射レンズの状態によって、被投射面に対する投射画像
の投射領域の大きさや位置が変化した場合まで考慮されていない。すなわち、被投射面上
での投射領域の大きさや位置が変化すると、センサにより検出される色情報に、被投射面
のうち画像が投射されていない領域の色情報が含まれる場合がある。この場合、投射画像
に対する色調の補正を正確に行うことができない。
【０００６】
　本発明は、投射画像の投射領域の大きさや位置が変化した場合でも、投射画像に対する
色調補正を正確に行うことができるようにした画像投影装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の画像投射装置は、投射光学系を通して被投射面に画像を投射する画像投射装置
である。該画像投射装置は、被投射面を含む所定範囲の色情報を取得する色情報取得手段
と、画像の色調を調整するための色調調整処理を行う色調調整手段と、画像投射装置から
被投射面までの距離を検出する距離検出手段と、投射光学系のズーム状態を検出するズー
ム状態検出手段と、距離検出手段の検出結果とズーム状態検出手段の検出結果とに基づい
て、画像の投射領域を算出する投射領域算出手段とを有する。そして、色調調整手段は、
色情報取得手段により取得された所定範囲の色情報のうち、投射領域算出手段により算出
された投射領域の色情報を抽出し、該抽出した色情報に基づいて色調調整処理を行うこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、所定範囲で得られた色情報のうち実際の画像の投射領域での色情報を
抽出して色調調整処理を行うので、投射領域の大きさや位置が変化した場合でも、投射画
像に対する色調調整を正確に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の好ましい実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１０】
　図１には、本発明の実施例１である画像投射装置としての液晶プロジェクタ１００の構
成を示す。
【００１１】
　図１において、１は映像入力回路であり、パーソナルコンピュータや映像機器等の画像
供給装置から入力されたＲ，Ｇ，Ｂの入力映像信号２１を、所定フォーマットのデジタル
映像信号に変換する。映像入力回路１で生成されたデジタル映像信号は、画像処理回路２
に出力される。
【００１２】
　画像処理回路２は、デジタル映像信号に対して、画像形成素子としての液晶パネル４の
駆動に適した解像度変換処理やフレームレート変換処理等を行う。また、画像処理回路２
は、リファレンス画像としてのテストパターンを表示するための映像信号を生成する。画
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像処理回路２から出力されたＲ，Ｇ，Ｂの映像信号は、表示駆動回路３に入力される。
【００１３】
　表示駆動回路３には、ゲイン／オフセット処理部５とガンマ（γ）補正部６とが設けら
れており、これらによってＲ，Ｇ，Ｂの映像信号のそれぞれに対してゲイン／オフセット
処理やγ補正処理といった輝度や色に関する信号処理が行われる。表示駆動回路３は、こ
れらの処理が行われたＲ，Ｇ，Ｂの映像信号に基づいて、３つの液晶パネル４（Ｒパネル
４Ｒ，Ｇパネル４Ｇ及びＢパネル４Ｂ）の駆動信号を生成する。
【００１４】
　また、表示駆動回路３は、液晶パネル４に駆動信号に対応した画像（原画）を形成させ
るためのタイミングパルスを生成する。
【００１５】
　光源ランプ１６からの白色光は、不図示の色分解光学系によってＲ光，Ｇ光及びＢ光に
分解される。Ｒ光，Ｇ光及びＢ光はそれぞれ、Ｒパネル４Ｒ，Ｇパネル４Ｇ及びＢパネル
４Ｂを照明する。Ｒパネル４Ｒ，Ｇパネル４Ｇ及びＢパネル４Ｂによって画像変調された
Ｒ光，Ｇ光及びＢ光は、不図示の色合成光学系によって合成されて投射レンズ７に導かれ
る。
【００１６】
　投射レンズ（投射光学系）７は、複数のレンズユニットにより構成され、一部のレンズ
ユニットを光軸方向に移動させることでズームが可能である。
【００１７】
　投射レンズ７は、色合成光学系により合成されたカラー画像光を被投射面２００に投射
する。これにより、被投射面２００にカラー画像としての投射画像が表示される。
【００１８】
　なお、本実施例では投射光学系としてレンズを使用する場合について説明するが、レン
ズ以外の光学系を用いてもよい。
【００１９】
　色情報取得手段としての撮像部９は、被投射面２００を含む所定範囲を撮像する。詳し
くは図示しないが、撮像部９は、被投射面２００を含む所定範囲（以下、撮像範囲という
）からの光、すなわち撮像範囲からの反射光に光学像を形成させる撮像レンズと、該光学
像を光電変換するエリア型ＣＣＤセンサとを有する。さらに、撮像部９は、ＣＣＤセンサ
からのアナログ撮像信号をデジタル撮像信号に変換するＡ／Ｄ変換部を有する。
【００２０】
　そして、撮像部９は、Ａ／Ｄ変換部から出力されたデジタル撮像信号から、水平方向Ｍ
個及び垂直方向Ｎ個の画素群からなる矩形の撮像データを生成する。該撮像データは、Ｒ
，Ｇ及びＢの色情報を含んでいる。すなわち、撮像部９は、所定の撮像範囲の色情報を取
得する。撮像部９によって得られた撮像データは、コントローラ８に含まれる撮像データ
記憶部１４に保存される。
【００２１】
　なお、撮像部９による撮像範囲の面積は、液晶プロジェクタ１００が投射可能な最大の
画像投射面積と同じかこれよりも少し広い面積とすることが好ましい。本実施例では、撮
像部９が、少なくとも被投射面２００の全体をカバーする面積の撮像範囲を有するものと
して説明する。
【００２２】
　ズーム状態検出手段としてのズーム位置検出部１１は、投射レンズ７のズーム状態を示
すズーム位置を検出し、該ズーム位置の情報を、コントローラ８に含まれる投射領域算出
手段としての投射領域検出部１５に送る。
距離検出手段としての距離センサ１２は、赤外線等の光を用いて、液晶プロジェクタ１０
０（投射レンズ７）から被投射面２００までの距離（投射距離）を検出し、投射領域検出
部１５に送る。
【００２３】
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　制御手段としてのコントローラ８は、マイクロコンピュータにより構成されており、前
述した撮像データ記憶部１４及び投射領域検出部１５と、投射画像の色調を調整するため
の色調調整処理を行う色調調整手段としての映像補正量算出部１３とを含む。
【００２４】
　コントローラ８は、画像処理回路２を通じてテストパターンの表示制御を行ったり、画
像処理回路２で行われている、後述するデジタルシフトや台形歪み補正に関する情報を得
たりする。また、コントローラ８は、表示駆動回路３で行われるゲイン／オフセット処理
及びガンマ処理等の各種処理を制御する。例えば、ゲイン処理を行うためのパラメータで
あるゲイン値の設定を行う。さらに、コントローラ８は、不図示の操作部を通じて入力さ
れた命令を解読したり、不揮発性メモリ１０との通信を行ったりして、液晶プロジェクタ
１００の動作全体を制御する。
【００２５】
　本実施例の液晶プロジェクタ１００は、壁色補正機能とも称される自動色調調整（色調
補正）機能を有する。この自動色調調整機能では、主としてコントローラ８が、図２に示
すフローチャート（コンピュータプログラム）に従う色調補正処理を行う。
【００２６】
　まず、ステップＳ０１では、コントローラ８は、画像処理回路２に白色のテストパター
ン原画を生成させ、これを液晶パネル４に表示させる。そして、コントローラ８は、白色
のテストパターン画像が被投射面２００に投射された状態（白色投射状態）で、撮像部９
に、被投射面２００を含む所定の撮像範囲の色情報を取得させ、該色情報を含む撮像デー
タを撮像データ記憶部１４に保存する。
【００２７】
　次に、ステップＳ０２では、コントローラ８内の投射領域検出部１５は、ズーム位置検
出部１１及び距離検出部１２による検出結果を示す情報に基づいて、撮像部９の撮像範囲
のうち実際に投射画像が投射されている領域としての投射領域２４を算出する。このとき
、デジタルシフト機能や台形歪み補正機能を使用している場合は、デジタルシフト量や台
形歪み補正量に関する情報にも基づいて投射領域２４を算出する。
【００２８】
　ここにいう「投射領域を算出する」とは、投射領域の位置（座標）、サイズ、形状等、
実際の投射領域を特定するために必要なパラメータを算出するという意味である。
【００２９】
　撮像部９の撮像範囲と実際の投射画像の投射領域との関係の一例を図３に示す。図３中
に３１で示す撮像範囲は、投射レンズ７がワイド端にある状態で液晶プロジェクタ１００
が画像を投射可能な最大投射領域よりも大きな範囲である。つまり、撮像部９は、液晶プ
ロジェクタ１００による実際の投射領域３２よりも必ず大きな面積範囲での色情報（撮像
データ）を取得する。
【００３０】
　投射領域検出部１５は、前述したように、少なくともズーム位置検出部１１と距離検出
部１２による検出結果に基づいて実際の投射領域３２を算出する。
【００３１】
　また、デジタルシフト機能は、液晶パネル４上（画像形成素子上）での原画の位置を電
気的にシフトさせて被投射面２００上での画像投射位置、すなわち投射領域の位置を変更
する機能である。デジタルシフト機能により、プロジェクタ１００自体を動かさなくても
、画像投射位置を変更することができる。ズーム位置検出部１１及び距離検出部１２によ
る検出結果が同じであっても、液晶パネル４上での原画の基準位置からのシフト量又は原
画のシフト位置が異なることで画像投射位置が変化する。このため、これらデジタルシフ
ト量又はデジタルシフト位置を投射領域の算出パラメータの１つとする。
【００３２】
　さらに、台形歪み補正機能は、被投射面２００に対して斜め方向から画像を投射した場
合に投射画像の形状を台形から矩形に補正する機能であり、液晶パネル４上での原画の形
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状を矩形から台形に補正することで行われる。ズーム位置検出部１１及び距離検出部１２
による検出結果が同じであっても、液晶パネル４上での原画の形状が異なることで投射領
域の形状が変化するので、台形歪みの補正量を投射領域の算出パラメータの１つとする。
【００３３】
　次に、ステップＳ０３では、コントローラ８内の映像補正量算出部１３は、撮像データ
記憶部１４に保存されている撮像データ（被投射面上でのＲ，Ｇ及びＢの色情報）２２の
うち、投射領域検出部１５により算出された投射領域の色情報を抽出する。つまり、撮像
部９により取得された撮像範囲の色情報のうち、実際の投射画像の色と被投射面２００の
色とが重なって得られる色情報を抽出する。
【００３４】
　そして、ステップＳ０４では、映像補正量算出部１３は、色調調整処理を行う。具体的
には、抽出した色情報とメモリ１０に予め格納された補正基準値２３とに基づいて、被投
射面２００上の投射画像で所定のホワイトバランスが得られるようにゲイン／オフセット
処理部５に入力されるＲ，Ｇ，Ｂの映像信号に対するゲイン値を算出する。ここで算出さ
れるゲイン値を以下、補正ゲイン値という。そして、Ｒ，Ｇ，Ｂのそれぞれに対して算出
した補正ゲイン値を表示駆動回路３に伝える。
【００３５】
　補正基準値２３は、基準白色光を基準（標準）スクリーンに投射した場合に撮像部９に
よって得られた撮像データから算出されたＲ，Ｇ，Ｂそれぞれの色成分値である。該補正
基準値２３は、液晶プロジェクタ１００の製造工場における調整工程にて測定されて、不
揮発性メモリ１０に記憶される。
【００３６】
　映像補正量算出部１３は、この補正基準値２３のＲ，Ｇ，Ｂの色成分値の比率に対して
、ゲイン補正後のＲ，Ｇ，Ｂの色成分値の比率が同じになるように、補正ゲイン値を算出
する。
【００３７】
　次に、ステップＳ０５では、コントローラ８は、表示駆動回路３に、画像処理回路２か
ら入力されるＲ，Ｇ，Ｂの映像信号に対して、映像補正量算出部１３から伝えられた補正
ゲイン値に応じたゲイン／オフセット処理を行わせる。そして、該処理後のＲ，Ｇ，Ｂの
映像信号をそれぞれ、Ｒパネル４Ｒ，Ｇパネル４Ｇ及びＢパネル４Ｂに出力させる。この
ような処理を、抽出した色情報に基づくゲイン補正処理ともいう。
【００３８】
　以上の処理により、被投射面２００上に投射されたカラー画像は、被投射面２００の色
（又は被投射面２００を照らす環境光としての照明光）にかかわらず、基準スクリーンに
投射されたときに近い良好な色調（色バランス）を持つことになる。
【００３９】
　次に、ステップＳ０６では、コントローラ８は、不図示の操作パネルから、新たな色調
調整処理の命令が入力されるまで待機する。
【００４０】
　以上説明したように、本実施例によれば、撮像部９により所定の撮像範囲で得られた色
情報のうち実際の画像の投射領域での色情報を抽出して色調調整処理を行うので、投射領
域の大きさや位置が変化した場合でも色調調整を正確に行うことができる。しかも、実際
の画像の投射領域での色情報だけを色調調整処理の演算に用いるので、不要な色情報を用
いた演算を行うことがなく、色調調整処理を高速で行うことができる。
【実施例２】
【００４１】
　図４には、本発明の実施例２である液晶プロジェクタの構成を示している。本実施例の
プロジェクタ１００′の基本的な構成は、実施例１のプロジェクタ１００と同じであり、
実施例１と同じ又は同様の機能を有する構成要素については、実施例１と同符号を付す。
ただし、本実施例のプロジェクタ１００′は、レンズシフト機能を有する。
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【００４２】
　レンズシフト機能は、投射レンズ７の少なくとも一部を構成するレンズユニットを光軸
に直交する方向にシフトさせて被投射面での投射画像の投射領域の位置（画像投射位置）
を変更する機能である。これにより、プロジェクタ１００′自体を動かさなくても、画像
投射位置を変更することができる。
【００４３】
　図４において、４０は投射レンズ７の一部を構成するレンズユニットを含むレンズシフ
ト部であり、４１は該レンズシフト部４０のシフト位置を検出するレンズシフト位置検出
部である。レンズシフト位置検出部４１は、シフト位置の情報をコントローラ８に出力す
る。
【００４４】
　９Ｂは、実施例１の撮像部９と同様に構成された撮像部である。撮像部９Ｂは、図５及
び図６に示すように、投射レンズ７がワイド端にある状態でレンズシフト部４０が左右又
は上下に最大量シフトすることで被投射面２００上にてシフトした画像（白抜き点線で示
す）の全体を撮像可能な撮像範囲（黒点線で示す）を有する。
【００４５】
　実施例１で説明したデジタルシフト機能と同様に、レンズシフト機能を使用することで
、ズーム位置検出部１１及び距離検出部１２による検出結果が同じであっても画像投射位
置が変化する。このため、レンズシフト部４０のシフト位置（又は基準位置からのシフト
量）を投射領域の算出パラメータの１つとする。
【００４６】
　本実施例において、コントローラ８により行われる色調補正処理は、基本的に実施例１
の図２に示した処理と同様である。ただし、図２のステップＳ０３において、投射領域検
出部１５は、ズーム位置検出部１１及び距離検出部１２による検出結果と、レンズシフト
部４０のシフト位置（又はシフト量）とに基づいて、撮像部９の撮像範囲のうち実際の投
射画像の投射領域２４を算出する。もちろん、デジタルシフト機能や台形歪み補正機能を
使用している場合には、デジタルシフト量や台形歪み補正量も投射領域２４の算出に用い
る。
【００４７】
　以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対
して種々の変形や変更が可能である。
【００４８】
　例えば、上記各実施例では、画像形成素子として液晶パネルを用いた画像投射装置につ
いて説明したが、本発明は、デジタルマイクロミラーデバイス（ＤＭＤ）等、液晶パネル
以外の画像形成素子を用いた画像投射装置にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施例１であるプロジェクタの構成を示すブロック図。
【図２】実施例１における色調調整処理の流れを示したフローチャート。
【図３】実施例１のプロジェクタにおける撮像範囲と投射領域との関係を示す図。
【図４】本発明の実施例２であるプロジェクタの構成を示すブロック図。
【図５】実施例２のプロジェクタにおけるレンズシフト機能と撮像範囲との関係を示す図
。
【図６】実施例２のプロジェクタにおけるレンズシフト機能と撮像範囲との関係を示す図
。
【符号の説明】
【００５０】
　１　映像入力回路
　２　画像処理回路
　３　表示駆動回路
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　４　液晶パネル
　５　ゲイン／オフセット処理部
　６　ガンマ補正部
　７　投射レンズ
　８　コントローラ
　９，９Ｂ　撮像部
　１１　ズーム位置検出部
　１２　距離検出部
　１３　映像補正量算出部
　１４　撮像データ記憶部
　１５　投射領域検出部
　１６　光源ランプ
　３１　撮像範囲
　３２　投射領域
　４０　レンズシフト部
　４１　レンズシフト位置検出部
　１００，１００′　液晶プロジェクタ
　２００　被投射面　
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【図２】
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【図４】



(12) JP 2010-130481 A 2010.6.10

【図５】

【図６】
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